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Ma/de H_vomo1 Saddle (a after restoration
8 同 後輪内側左爪先部分（修理後）














q 蒔絵 平文鞍 （修理 1i) 










































10 l1iJ 後輪内fl] / 左爪先部分（修理前）
The Lip of Lhe inner side of Lhc back saddlcbo¥ｷ, /1/ukie Jlyo1w1 Saddle (before rcslorntion) 
60 
はじめに
文化庁の事業として平成 9 年度からスター トし た在外 II 木古美術 心，＼保存修復（工芸） のう
、 ドイツ ・ ケルン東洋美術館所蔵 「瓢節蒔絵平文鞍」 一背の保存修埋か、平成 9 年度、 10年
炭の 2 ケ介に直 っ て東京屁l立1野物館内 11 i'I 漆芸文化財研究所修J~ I'.末において行われ、平成11年
月 に ·;凸成した 。 これはその修似記録の概変である 。 本米、この鞍は 「螺釧牡丹）軒草文鞍」 と
ーふべ きところであるが、所蔵先の名称に），じづいた。
以 卜＼「瓢舒{ 1/む絵乎文鞍」（以下、祝賽料と呼ぶ）の概裳 . JI多状 · )JII飾 ・ オfl{造技法 ・ 保イ了状態 ・
修 JIJ!_1U贔 ・ 保イ［修埋 ・ 分析の項を設け説明、今 1111 の修J用で判明 した新知兄をまとめる 。 なお 、
本査料のX線透過写具撮影および並光 X線分析はそれぞれ束り( j -=t,. j -1'(. 文化財研究所の野久保晶良
氏、射川泰仏氏によるもので、鞍紐糾みは小料： ！爪真氏に御舶いし た。
1' 概要
呪賓料 はオゞ製井，し漆旅の鞍で、 全面に、｛咆の 印'/具によ る螺釧 と 令銀の , , ,: 文 で牡）＇］ ・ ） ，廿平紋と唐花
を 配 し、螺釧の際に金の蒔絵線で緑取り する 。 Ji 1j 輪 と後輪の外血には問鱈＇｛が金銀の博肉高高絵
でそれぞれJ iイ1乱づつ描かれる。牡丹唐 り紋は令朝螺釧 を代表する 文オ低であり、その彩評を伺い
知 る ことが出水 る 。 前後輪と 居木は麻糾で粘ばれ る 。 ）i :ｷ 木災 に ）羹長 I · 八介 (1613) の銘と花判I
があ .°' 0
IL'i=代 巖長―I · 八勺六）l I I 
法：械 (mm)
縦 383 横400.7 叫 c 27 
2' 形状
況査料の鞍栢は前輪、後輪の表面に洵 と磯の区別のある rnザイ f) JI: 多状で、前輪は高さの約四
分の一が 11 I の高さで、 ILi形の隅よりもれ 1 ・・ ドが っ た1立 i府 に 「:_ 形 を設け る 。 後輪は『iから爪先に
かけて の約 ,11, が浅く、横から兄ても立休感のな い形である 。 両輪 ともに 1 I I J I多の形は柔らかく、
爪先 も 丸みを悩びている 。 また、全体にぶ地か瑚く り't; 合 であ り、い木 111闊 も狭い 。 」：記の形状
は、宇町期以降に登場する 水干鞍の流れを汲む）1多 J.:\ であり、 ぶ瓜才はまで統いた近 Ill・： 汎） 1 鞍の典型
を 記， 。
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‘‘ 、 ), ,:-オゞの内側と両輪足先内側を除く仝てのI(1jに牡）·J·J,11
・・ 1'れを1巾びやかに螺釧と'J i・ 文で.K. 7 O 
,i1,j輪の外 I (1 iに隠腎［の
＇












くが 、 ）［手・）り付近の‘火の力は 、 捻った））しがI·. に;;りかれており 、 変化をつけている。 雉（股にi
左に捻った尖をl,iJじ）il11Jにti'i'iく。 ‘火の配ti,·,:は削輪、 後輪ともに詞しではあるが 、 1i1i輪は後1喩に





な要素が強く、 変茎、 菜 、 花の形状に兄ることか出米る。 前後輪では山）1多中央から起 、I,ドとして
出た蔓が、 左右に巻き込みながら爪先）j向に向かって延びるが、 内1(1iでは錢が手形付近で別
れ、 居木にまで及ぶ。 前輪から延びた災は1け本の外側にl句かって延び 、 後輪から延びた必は屈
木の内側の向かい、 左右の）は木中央で対照的に配祈する。 必糸の巻き込んだ先にはH:Hの化左
つけ、 蔓先には葉と嘗を付ける。 化は杏イ彩の化心に）,:』i刈称に6弁の化びらを付け、 化び
は三つ盛り形の花弁で、 花の付け根には扇形の吟りを付ける。 化は横向きの化のほかにIi:_1(1i向<..:
の捻じった唐花を配す。）内化は中央に7つの丸紋を附き、 捻った三つ盛り形の化弁を八枚付け
る。葉は左右に分岐のある三菜形で 、 総ネには随所に茎l,i] I: が父）1図している箇所がある。
た、 蔓が分岐する箇所には丸形に双栄を付けた文様を配している。 令休の文様｛札;:;成で1 、'i:微(Iく）ナ，
のは前輪では外面から出発した坐が 、 爪先1(1iを巻いて内側に十シ． っている 、点や 、 後輪では外側の
蔓が内側に回り込み）け木中央までに及んでいる 、1以にある。 また 、 錢茅は山形瓢秤i・中火のI唸か
,'廿発するが、 前輪j)ヽJ I (1jでは二箇所認められる。
牡月朋草の文オ贔は螺釧と•ji.文で衣すが 、 必翌、 分岐文村<と ＇｝りが螺釧のみで衣況するほかは特：
別に規則,,化があるわけではない。 H 月の化や）＇り化笠で具）',· を数枚を奇せて形辿る文様では 、 'I'
文が隣り合わないように朴'i成
左）け木の災には紀介銘 、 れ）け本の災には化押と炒も印が人り、 ;,:」'),り本の切り糾み部分にも化
判八燎；き印がはいる。 加飾（螺釧、 平文 、 1/、I{絵）の各技法については次項で詳辿する。
92 ll:J'l·J,1i·• 作部分の又椋·







況汽料のぷ地は、 X線透過撮影か らは明確には｀判断できないが、 Iiり後輪には股木を利用して
形辿 られたも のと考えら れる 。 削後輪の材料は比較的堺 い II の訊んだ木地で、 桜材と息われ
0 ,,,: オくは心管が低 く かるい木であるが、柔軟'I"「があ る索材 と 名 えられ、 樹柾は明確では t,
い 。 次に、 漆、螺釧、平又、 11ぶ絵の引に分け最後に作業 I J', \ を 説 IIJ j する 。
＜楳漆〉
ィIiオ＇『せは 1,1,国の リJ り糾みと j、:if:子股内側、），,:- 木の接合部 と 災側 ,,, 火 を 除 く令ての面に!Vi る 。 布
は縦横 1cm に "12~ 14 本の4威り の麻 を 使 い、 横糸 よ り も 縦糸のほうが訓い。 ィI i祈せの接祈索
材は澱粉質と 生漆を紬り合わせた帖,i\'I:印「のある 材料 を 1史い 、 拡大すると繊維間に漆が絡んでい
る 。
ド地 はすぺ て 漆 卜地 で、 イI i イ『せの I ·. に I I I 利地の粉 に 栂'.[似 した 1)ド 茶色味がある 1ヽ・ 地（粒子
0.02- 0 . 03111111) を 2 -3 1111施し、い っ た んり） f ぎを 加 えふ(1 j を吼各える 。 その 1(1 j に螺釧 を 貼り、
」か ら透き 漆 を徐り込み、段咎．：を ,. ·,v,• の 1、地 よりも 筑色味のある糸Ill かい 1、地（粒: r-0.01以卜. ）
を施す。 下地 を螺釧 と 一紹に研 ぎ付け 、 卜地 1(1i に 'ji. 文 を 貼 る 。 次に、透き漆を 2 J如念り込み、
平文と 一緒に研 き、 底いて什 I ·. げ る 。 透き漆は一 ）しすると 黒漆のように兄 えるが、）―d叶本 と後
輪の接合部分の掠れた部分から、深いアメ 色に透けた漆が観祭できるため、~,汀府 に透けの 、＇息い
透き漆と判断で
＜螺全,n 〉
螺釧は牡月廿i・ 1'化の蕊茅と 化、 ； 府、菜の 平数以 I ·.の部分に配す。 螺釧の具 は ， ' i·色味、赤色味 と
もに強 く、 光の強い部分 と 弱い部分の），:·-: が紺：j状 に 出 てお り、表血 に 具の ],;. , がある 。 また、猿I] 裕
した螺釧の付）J出の裂側には砥石で摺り卜.ろしたと 息われる 1ねがある 。 このことから、 具は飽
具の摺り具 を 使川するのが分か る 。 具 は 柑． 具 と 中灼．具 との 中間的 な）店みで、地I] 治） 'i. の計i!lll で i
0 . 16 - 0. 24mmである 。 具 は別り具 は使川せず、菜と)介 はー枚の具で、必は訓かく文様に 切 り
繋ぐ 。 化は一枚の具）＇（ を数枚糾み介わせて又ぷ{<として い る 。 両輪の外），t;-j 部や）け木の両蛤 と接す
而の部分では、形態に合わせて一枚の具 を 文様の途中 で切り、 繋いでいる 。 1史川 する 具で大
なものは、菜が26 X 1 3mm、炎でl. 2 X 36mmである。 l.'i:徴的なのは、必先の菜と予lf がつ く
最 も災が細く なる二股部分を一枚の具で4翡巧に形込る 、点 にある 。 また、例外的 に、 ）因木の外側
外），け では一部 に具 を割 って形状に合わせている部分がある他、染が数枚の具を奇せて作る箇所
かある 。
螺釧は下地 を研 ぎ付けたうえに、朱漆 を川いi(i:で Ij, 庫に文様をい っ たん4贔 き、 具 を漆以外の
膠等の材料 を 使 っ て接着する。螺釧の上に途り込まれた透 き漆は漆を ）約いた後に、剥がして什
I ・． げ る。
〈 平文 〉
nバは牡J'J附草紋の花、蓋、菜の半数以上に加飾する。平文には金と銀の薄板を使用し、 金
の平文が一部に残る 。 付属した銀平文の断面の）早み は0.03-0. 08mm とさまざまである 。 こ の
厨みの違いは、銀が銹化 し錆が層 にな っ て膨らんでいることや、 平文際の蒔絵線を含んだ計測
となっ ていると 考えられる。金の平文は、 厚み0.04mmで蒔絵線を含んだ厚みは0.065mmで
ある 。平文は螺釧を貼 っ た後に下地を施し、螺釧と 一緒に研ぎたてた面に金銀の平文を貼り込
——----· —. -——.. I 
1 樹絵乎文鞍 6 
んでい ることを考）、他に人れると、金銀ともに金の 'V- 文と l ,i J じ ）がみと考えら れ る 。
'V-文 は螺釧の段），＇.  ：を 珊めるように施 された 1サ加の 1に黒内で' 'I':文部分の又様を耕i い た後貼り
込む。 平文の接イ＇『索材は、依,n各部分に漆は観察できず、刷℃ 11 状 に伯かかあ る 。 さらに、 拡人·
ると白色の粒子がある ＇ドか ら、 澱粉質の索材 を使川すると考えられる 。
付属した銀平文に含有される物質を断巫するため、韮洸X線分析をおこな っ た。 （分析の.rt(
で詳述）金と銀の平文の位沼の概要 を掴むため、泉I] 洛 l川の訓杏と X船透過＇り真の観徐をした。
平文の剥落した部分で銀の錆が周圃に残っ ている部分は明 ら かに銀の平文が）J II飾 されて いた部
分である。すでに剥落した平文の際の蒔絵付描き線の下に命の菊椒がちぎれ、残っ て い ること




蒔絵は瓢蹴を金銀の孔『松I, ·,· :り紺絵で）JII飾し、銀色の瓢鉛．の緑廻り や螺釧の際に金の付拙 き 綜を
入れる。瓢箪の高」•けは漆 I ·. げで、透き漆を文様に合わせて— 111I 1~1 Iｷ.げする。高上げは山形 "'
央の瓢鏑が肉が）厚く爪先に向か っ て 紺 くなる 。 また、 翡砂れの 中火部分よりも周囲が厚 く、誠 も
厚い 山形部分の煎砂れの際でJばみは0.04で他の瓢館の一部にちぢみがあ る。下付け漆には金の瓢
甑が絵漆、銀は透 き漆を使川する 。 絵漆の弁柄の粒ー（は径0.005で顧料の込みは少ない 。 蒔絵
粉の大きさは、 金で 3~4 号粉、 切り糾み付近の録色の別鍔 ；`． は銀粉に金粉 ( 4 号粉中心で 3 号
と 5 号粉は少な い） を 枇ぜるが、分拙はまばらである 。 銀の粉は銹化によ っ て粉の形状が崩
れ、粉の大きさは明確でな いが、金 と 同程度と名えられる 。 螺釧の際と銀の瓢臨の際に金の付
描き線を入れる 。 付オ贔 ぎ 線に使われる下付げ漆は瓢節．と 比較すると弁柄顔料の込みが多い。 付
描き線の金粉は多様な形状で 5 号粉 を 中心 に 、 7 り と 3 り粉が混じ る。 瓢笥の蒔絵 と付描 き線
はともに磨いて仕」：げる 。 銀色の瓢節に金粉が混人 さ れて い ること か ら 、 制作当初はうすいベ
ージュがか っ た色であ っ たと 想像で
＜制作工程〉
構造技法の訊l査か ら視査料の制竹：［程を順にぷす。
素地造り 一布料せー地の粉漆卜地 2 11~ 3 1-M: き （漆 l .'il め） 一朱漆線で文様を直接オ柑 く 一
螺釧を貼る一透き漆を令体に整り込むー地の粉漆卜地で螺釧の段差を 埋める一Nf ぎ（漆固め）
一平文の文様を墨描 きです闘 < -金銀の • 1 i. 文 を 貼 る 一透き漆を唸り込む 2 阿一1iH ぎと窮き 一螺釧
の上の漆を剥がす一瓢節を透き漆で苅 < I女I Iｷ. げする 一隠節部分 を地村，'i きし、金銀粉を i紺く （漆















93 ij1 j輪（）以＇ ［） と 後協（イ直） の文様 ( Ii .味収氏作図）
螺釧 と令銀J i·文の図
The paterns of Makie Hyomon Saddle, drawn by H.Gorni 
高絵平文鞍 65 
66 
94 ), ,:· ,,1ゞ の 文む（：：
The patterns of lhc seal board'ｷ 
5' 保存状態
祝賢料には外箱がなく 、 L支 り にわた っ て加1犬 0 保イf さ れて いたため、令1本に埃や杓れが
付祈 していた 。 牛、｝に 両輪と）け木の接介部の 1條間や鞍糾の間 に埃が梢も っ て いた 。 J;. 1(ri にワ ック
ス＾り の 付 布はみられないものの、紫外綜による漆命膜 の 劣 化 がみられ、 釧かい段 紺
(0. 04~ 0. 2mm) が仝血に人るとともに、艶を失っ ていた。
糸地の収絲i~や粋年変化によ っ て索地の否みが小 じ、各所に ',1 / lj ~ しや亀裂が人り、 ）ムい範皿 に剥
淵の初期症状である段紋か人 っ ていた 。 索地からの割れはオ ，;,,:- 本の 1iii 輪 と オ妾合す る際で認め
れ、木地が一部で欠硲していた。 居木裂の紐穴部分では一部で本地が折れrll I がり、木地が病I] れ
Iｷ カ~ら補強 された布料せとともに糸lj/t胤していた 。 亀裂は後輪切り糾み内側か ら足先に向かって
人 るほか、素地部分の木地の木 1」に沿 っ て似みが辿行していた。 ）ムい範IJH の断文は居木では1t
ィ ，の 中央部分か ら後輪方向にむかい、後輪 I)ヽjfJ[lj では 山形中央か ら t州浜型方向と爪先に向かって
し ヽ t~
布 ,i''j°·せ、下地、 塗膜、蒋絵の各層間での剥翡Itがあり、 一部で剥落していた。 剥離は素地を そ
のままと してい る箇所と加飾部分の際で多 く、両輪の切り組みの周囲が布着せと木地と の間で
判腐w、イ i爪先内側では布着せが切れ、 塗膜とともに剥落していた。また、紐穴の周辺での剥離





，り猿lj /1.HHし、 唸）炭而よりも突出し、 、,IiI]れが人ってし、
た。 具は劣化によって崩れやすくなり 、 JI噌賃こイ心むとな状態にあり 、 多くの箇所に猿lj裕がみ
れ、 すでに失わiしていた。
平文の、伯lj落は竹しく 、 そのほとんどが欠失していた。 銀の'ji. 文は、依lj腐If:し浮き I·. がるととも
に 、 銹化によって崩れ 、 非常に危険な状態にあった。 また 、 鉗；が唸）抄り(1 jに及んでいた。 令の ', i,
文はそのほとんどが地lj/雌し 、 波をうっていた。
掠れや鞍の使川によって瓢評iの1/対絵粉が糾落するとともに螺釧の緑の金綜が骸給の内側右
中心にその多くが刹落 、 1叶木のij I 火）WJ辺では下地が蕗出していた。 各所に打損があり 、 卜地が
露出、 各所に捺り1蒻が人っていた。 居木の紐穴周間には紐を締めたときに人ったと息われる箆
の跡が布着せに食い込んでいた。 また 、 右居木と左）叶木の断而に虫‘廿［が認められた。
両輪の素地駆部分は又様のほとんどがすでに糾落 、 後Ill:修J叫による旅りが人っていた。 瓢節
の蒔絵の上にも後刊修則の唸りが被り斑を作っていた。 また 、 後陰111)診付近の螺釧の 一 惰I)に
一ロッパで行なわれたとわえられるワックスによる後Ill.修J用があった。 多くの部分に摺り漆か





修理は視在 、 文化） J'の指袢のJいこ1 jわれている漆,-. 文化財保イf修叫に則り 、 ）瓜則として況状
維持修理を払本にhった。 修Jll).iliIに鞍の索地 、 卜地 、 喰り 、 螺釧 、 ,,,: 文 、 11、'1i絵の各部分からそ
れぞれの索材と技法を晶j杏した。 現在の似みの現状と）ぷiI人1を総介的に名釈し、 そ れぞれのえぐ材
の1蒻みの特徴を把批した。 その結呆にもとづき況査料の修.fli!_ 1·. 程を決巫した。 また 、 修理前の
苺真悩彩をし、 修Jli!_後と比餃出米るようにした。 修J吼索材は制作技法や使川された材料考｝怠に
人れた土で選板し 、 II本）�iなの漆を中心に厳逃された材料を選び使川した。
鞍紅I:はしヽったん取りはずし 、 Iii j輪 、 後I喩 、 ） 1 ・・右）け木にわけそiしぞれの修Jiltを辿め、 修復後に
新しい紐で鞍糾することとした。 螺釧とt· 文の似）じは1「わず 、 索地の欠伯部分は形態のみを似
元した。 また 、 後Ill:修J州のうちワックスは除l、•し 、 漆喰りはそのままとした。 �1(i に付軒した





初めに、 所蔵飴 、 +.11・ヽ''1『iと協議し 、 その決巫にもとづき鞍紐をはずした。 紐は帖びIIをt'i,'.
しはど＜方法で辿めたが 、 麻紐で三印こ喰＜帖ばれており 、 ― -mi所を除いて」［又りはずすことガ
出来なかったため 、 紐を切り 、 ,; Iき抜いた。 取りはずすにあたっては紐糾みT-順を記録にとど
め、 手板で1幻じした。

























と 平文をよけて冷膜と蒔絵部分のみに施し、 完全に拭き取っ た 。
剥腐m した '11・文に接翡用に訓整 した麦漆を含浸 し、木枠 と ヒゴ、 プラスチック板とゴム板を使
い順次） l ~ ,{j"- した。 金の · iz文で木の収縮によ っ て表而が波をう っ ている部分は一部分を剥がし、
延ばした状態で貼り『i: した 。
螺釧 は）'/みのわ りに i'I 色味が強く、漆が使川 されてないことから、桜牙"i索材には膠を使）·11 し
た 。 接省強）文がある粒膠を褐煎したも のを適度 に粛，！ 朗各を 加 え、 螺釧の俵l] ft.i fl:部分に合浸し、平_,
と l, i j様の ）j法でj I~ 許した。 具が漆 1 (1 i より元令に突出 し ）れJIJH の漆 ）l羹か糾腐H; した部分は、 具の外側
の JI乳 を 作り さきに祢）l葵を漆で抑えた 。 具が余 っ ている部分はかる＜ 抑えるにとどめ、空隙に i
膠を允堀した。
次に、接イ'『 J I l に咄'ij節し た支漆を地iJ ft.lW したイI i イ冗·せ、 1、地、喰り、 1',り卜げの各）怜 に合汝し、木杵
とヒゴ、 プラスチックとゴム板を使 っ て釧か く 抑 え 、余分な漆は ·1·c 令 に拭 き 」収り佗煤 させた 。
索地か らの亀裂や訓れにも I ii]様の漆を I ·分合ませ、安巫 させた 。
付イ介し たワ ッ クスはアルコ ールで除 lぶ螺釧や平火の I ·. に被 っ た ,,・地 は）形 刻）） とゴムを 1史 っ て
l ・ 咄 に取り除 しヽ た 。
木地や― 卜地か大 き＜欠出 した 部分に刻＇戸 を 付け、 次に、 筑砥の粉と蝋色漆で』,',']賂した黒色の
鈷 を施 し、況狡科の下地面に合わせた。 また 、:{<I] 淵峰l j 洛 して いた冷）炭の際に極 ＜ 少 ： l しの訓か い
詞~ ,~·.地 を 施 し、 触指による 1 り輩:I] 浴 を予防した 。
蔽後に、螺釧際の金の 11奸絵線の糾裕を 臼坊するため、』,',']格し た女漆 を螺釧の際か ら合没し袖
強 した 。 また、漆）l災と蒋絵粉を袖強するため、劣化 した漆）炭の 衣伯i と I灼絵 1 (1 j にもう ー皮透き漆
を 中心に訓格 した漆を含ませ'1'じ令 に拭 き J収 っ た 。 際鈷と 1如じ した 1サ也 1 (1 j に漆 \ ,'ii めを 1 j' っ た 。
保イ（修 J.用がj玲に終了した II、1i= 1.'.i: で 、 両輪と）1山の / ,1 ; 木 を 切リ糾部分で合わせ、 •'1' •糸 IIで鞍組み
した。 粂II は ）jじ）文を濃紺色 に染め、 11文も 強度のある 背 中 の 部分 を 糸Ill く 断 っ た紐を 1史川 した 。 糾ん
だ紐は什：魃糊で一部を同巫した。
修理記録をまとめるとともに修皿後の ' If真札妙診を 1 jｷ っ た 。 また 、 X紗伐透過撮影をし、令と銀
の 平文 の位 ;;り を 明確にし た 。
7
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8' 分析
搬人 1 1、IJ: に付l瓜 した ャ文の、’糾浴断片のうち、今 11 1 1 の修 Jl iJ_ で1 立 i況が判明 しなか っ た 断） ＇（ を 泣光 X
線分析にかけ金屈に合布 される ）J父分の牡這こをした。 分析したJ訪所は即i り込 まれて いた 'ji. 文 の災
側、蔽も銹化の彩熟限が出ていない楊所を選んだ。 その結呆、 • jL文の材料は銀で、 i洞が少姑合布






コ リメータ </J 0. 1 mm 
励起電圧 (kV) 50 
管電流 (µ A) 1000 
コ メ ン ト 99041901/修復技術部加藤
氏 ・ 漆断片
［試料俊］







ライ: 1 >:~ I ;;6~;>2
1 Ag 96. 26 (wt%) 
Cu 3. 74 (wt%) 
110 . 241 ( 土 0 . 616) (cps) 
5. 585 (士 0 . 146) (cps) 
95 ' I勺父 の＇凪光 X綜分析 ( I I 1ｷ) I I 泰 リム 氏）
The rcsul  of Lhc analysis on a parl of hyo切⑰ by X-ray flu〇 r




ケル ン如：：：、（：美術fi'1'i;所蔵の 「 d、'i絵 · f 文鞍」 はい木公 に紀り銘と 化押、焼 き 印があ り、 1店代 を 牛'j:
巫できうる 希少な辿例の一つであ る 。 また、瓢節を 蘭絵、 HJ小）炉＇れ を ' I ,: 文 と 螺釧で魅）J あるデ
ザイ ンに イ I : I げて お り、文オ姐史の I ·. か らも 典味深い 。 今 1 川 の修似で新た な技法 1の新知兄 を紺
る れが出米 た ·]'; は、時代 と 技法 を 関係づけ る 一 •つの枯準になると 考 えら i し 'o) 0 
修似にあた り 御ll)J 言 を し ヽただいた諸氏 に感謝· 111 し I ·. げた い 。 また 、 X線透過 ' lj'.真 を 1蔽彩 し て
い ただいた束瓜 1 位文化財ィiJI究所の野久保品艮氏 、 泣光X線分析を し て い ただ しヽ たに I, il{iJI究所
の吊川泰仏氏、鞍糾みを担 ‘り さ れた小芥：；； 1 i:. h氏 に御礼 111 し I ·. げ修似報釘 とする 。
後輪文様（部分）
The pattern of Makie Hyomon Saddle, back saddlebow 
d,'t-絵乎文鞍 7] 
n the Restoration of "Ma/de Hyo切on SaddlP." 
in the Colection of the East Asian Art Museum 1n 
Yoshihiko Yamashita 
"Makie hyomon saddle" in the collection of the East Asian Art Museum 11 
Cologne was restored over a period of two years, from 1997 to 1999, al th 
tion studio of the Mejiro Urushi Institute of Research and Restoration at th 
National Museum. Restoration work was completed in March, 1999. 
The saddle in question is made of wood and coated with black urushi. IL i ' ヽ
elaborately decorated with gold and s il ver 切akie and hyomon as wel as with raden 
made of medium to thick abalone shel pieces. Five gourds each arc depicled on th 
outer faces of both the front and back saddlebows. The entire face is decorated with 
peony and arabesque patterns with the rim of raden being accented with go ld 切al, i
outlines. We can see the influence of Li Dynasty (1393-1591) raden designs in th 
patterns. The shape of the saddle may be said to be typical of ceremonial saddl 
used widely in the medieval period, folowing the trend of types of saddles for 
general use which appeared after the Muromachi Period and continued to be used 
until the end of the Edo Period. The front and back saddlebows and seat boards ar 
tied together with a hemp rope. There are inscriptions of the date (1613) and 
ignature on the rear sides of the seat board 
The urushi coating film on the saddle had deteriorated and lost ils lusler. Ther 
was exfoliation of each layer -n uno~ 硲e , foundation and coating film-caused by 
the shrinking of the substrate. Raden and hyomon had also exfoliated in many 
places and many pieces had already been lost. Particularly, Lhe hyom⑩ had b 
damaged due to the corosion of silver and was in an extremely critical conditio, 
There were traces of past restorations on various parts of the saddle. The mal,i 
face had become dappled and foundation had been applied thickly over Lhe raden 
and hyomon, especialy at the feet of the sadclebows. Exf oliatecl fragments of raden 
and hyomon had been colected 
Maintaining lhe oresenl condilion was to be Lhe fundamental orinciole for 
restoration. Th 
separately 
These parts were reassembled afler restoration with a flat I 
hyomon stil missing were not reproduced, and Lhc n廿 ss i1
were simply reproduced in shape. Also, wax that had been applied during past 
restorations was removed and the urushi coating was left untouched. Although th 
foundation that had adhered to the surface was removed, excess removal w 
72 
avoided, taking into consideration the deterioration of the coating film and makie. 
Positions of raden and gold/silver hyomon were clarified after restoration by 
visual inspection and X-ray transmission photography and the original design was 
reproduced. As a result, itwas found that much gold hyomon had been used. We can 
imagine how splendid the saddle must have been. 
ince saddles are meant to be used, many of them have also been fixed and 
arily match the d 
ated, it is possible 
uniqueness to the 
and in the fact that 
ncerning 
manufacturing techniques through this restoraLion work is irnporlant in [inding th 
relationship between the time of manufaclure and technique used. 
96 蒔絵平文鞍（修1以後）
Makie 1-lyomon Saddle (after resLoration) 
` 、1rd and pattern 
蒔絵平文鞍 73 
99 鞍橋の解体
Dismantling: of the saddle 
lOJ 螺釧の判腐It と ）上1咋準りw
Extol iaLion of raden and preparation of 
tabilzation 
74 
102 瓢節部分の糸IJ 詞w と麦漆合汝
Penetrating mugi urushi into Ii-fled layer 
105 後1喩内側の ) I ・・オj"-




106 搬人I I 、'j: に 付屈 した糾落 'ji・文断片 の ・ 名I
Fragrncnls of hvomor. し
104 圧着全景
漆風呂と木枠（しんば りだい）
Stabilzing by shinbari method 
107 剥落平文断片の接着
Fixing a hyomon fragment 
ii、'ii絵平文鞍 75 
108 前輪内側と左居木（修理 Ij1j) 
The inner part of the front saddlebow and the left Th 
seat board (before restoration) 
om saaa1coow ana w t: 1 c 1 し 迅CCI






110 Ii年1喩 HH i兵）1多と ）iJ,:- 木 （修Jli!. 1i ii) 13 後饂内）1J 爪先（修J叫後）
The front saddlebow and the lefl seal board The Lip of しhe inner part of the back sadcllebow 
bcf ore resloral1on) (after restoration) 
76 
I l7 'l ,: X. の接礼索材









































































































































































































































































































































Underdrawing with shu-urushi 
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